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概要 
 この度は、弊社製電子はかりを お買い求めいただき誠にありがとうございました。本機は装置組込みに適したコ
ンパクトな形状を有するセパレート型高精度はかりです。又、ＲＳ２３２Ｃインターフェイスを標準装備する他、オ
プションでＢＣＤデータ出力を御用意していますので組込装置内コントローラとの接続が容易に行えます。 
 測定原理は、電磁力平衡方式による零位法を採用しています。従ってロードセル等の起歪体に見られるはかり自身
の顕著な変位は原理上極めて微少な範囲に収まっております。 
 

 

安全安全安全安全にごにごにごにご使用使用使用使用いただくためにいただくためにいただくためにいただくために    
● この取扱説明書は、お使いになる方に必ずお渡しください。 
● ご使用前に必ず本書を最後までよく読み、確実に理解してください。 
● 適切な取り扱いで本機の性能を十分発揮させ、安全に作業をしてください。 
● 本書は、お使いになる方がいつでも取り出せるところに大切に保管してください。 
● 本機を使用用途以外の目的で使わないでください。 
● 商品が届きましたら、ただちに次の項目を確認してください。 

・ ご注文の商品の仕様と違いはないか。 
・ 輸送中の事故等で破損，変形していないか。 
・ 付属品等に不足はないか。 

万一不具合が発見された場合は、至急お買い上げの販売店，または当社営業所にお申し付けく
ださい。（本書記載内容は、改良のため予告なしに変更することがあります。） 
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警告表示警告表示警告表示警告表示のののの分類分類分類分類    
  本書および本機に使用している警告表示は、次の３つのレベルに分類されます。 
      
  本機本機本機本機にににに接触接触接触接触またはまたはまたはまたは接近接近接近接近するするするする使用者使用者使用者使用者，，，，第三者等第三者等第三者等第三者等がががが、、、、そのそのそのその取取取取りりりり扱扱扱扱いをいをいをいを誤誤誤誤ったりそのったりそのったりそのったりその状況状況状況状況をををを

回避回避回避回避しないしないしないしない場合場合場合場合、、、、死亡死亡死亡死亡またはまたはまたはまたは重重重重傷傷傷傷をををを招招招招くくくく差差差差しししし迫迫迫迫ったったったった危険危険危険危険なななな状態状態状態状態。。。。 
   
  本機本機本機本機にににに接触接触接触接触またはまたはまたはまたは接近接近接近接近するするするする使用者使用者使用者使用者，，，，第三者等第三者等第三者等第三者等がががが、、、、そのそのそのその取取取取りりりり扱扱扱扱いをいをいをいを誤誤誤誤ったりそのったりそのったりそのったりその状況状況状況状況をををを

回避回避回避回避しないしないしないしない場合場合場合場合、、、、死亡死亡死亡死亡またはまたはまたはまたは重傷重傷重傷重傷をををを招招招招くくくく可能性可能性可能性可能性があるがあるがあるがある危険危険危険危険なななな状態状態状態状態。。。。 
   
  本機本機本機本機にににに接触接触接触接触またはまたはまたはまたは接近接近接近接近するするするする使用者使用者使用者使用者，，，，第三者等第三者等第三者等第三者等がががが、、、、そのそのそのその取取取取りりりり扱扱扱扱いをいをいをいを誤誤誤誤ったりそったりそったりそったりそ

のののの状況状況状況状況をををを回避回避回避回避しないしないしないしない場合場合場合場合、、、、軽症軽症軽症軽症またはまたはまたはまたは中程度中程度中程度中程度のののの傷害傷害傷害傷害をををを招招招招くくくく可能性可能性可能性可能性があるがあるがあるがある危険危険危険危険
なななな状態状態状態状態。。。。    またはまたはまたはまたは、、、、本機本機本機本機にににに損傷損傷損傷損傷をもたらすをもたらすをもたらすをもたらす状態状態状態状態。。。。    

 
 

記号記号記号記号 

    

    

猛毒猛毒猛毒猛毒    

    

ガスガスガスガス注注注注
意意意意    

    

爆発爆発爆発爆発    

    

火災火災火災火災    

                                    

    

    

火気火気火気火気
厳禁厳禁厳禁厳禁    

    

感電感電感電感電    

    

火傷火傷火傷火傷    

    

回転物回転物回転物回転物    

                                    

    

    

保護保護保護保護
具具具具    
着用着用着用着用        

分解禁分解禁分解禁分解禁
止止止止    

    

そのそのそのその他他他他    
    

取扱取扱取扱取扱    
説明書説明書説明書説明書    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

     危険危険危険危険    

        警告警告警告警告    

        注意注意注意注意    
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安全上安全上安全上安全上のごのごのごのご注意注意注意注意    
 ■ここでは、本機を使用するにあたり注意していただきたい、一般的な注意事項を示します。 
 ■作業要所での詳しい注意事項は、この後の各章に記載しています。 
 

 

 

 

◆分解分解分解分解・・・・改造改造改造改造・・・・修理修理修理修理をををを絶対絶対絶対絶対にしないでくださいにしないでくださいにしないでくださいにしないでください。。。。    
☆故障、発熱の原因になります。 
☆発熱によって、爆発や火災の恐れがあります。 
☆修理は弊社販売店にご依頼ください。 

◆電源電源電源電源ははははＡＣＡＣＡＣＡＣ１００１００１００１００ＶＶＶＶ以外以外以外以外でででで使用使用使用使用しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。 
   ☆故障、発熱の原因となります。 
   ☆発熱によって、爆発や火災の恐れがあります。 

◆粉塵粉塵粉塵粉塵がががが多多多多いいいい場所場所場所場所でででで使用使用使用使用しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。    

   ☆爆発や火災の原因になります。 

   ☆本機の故障の原因になります。 
◆ガソリンガソリンガソリンガソリンややややシンナーシンナーシンナーシンナー、、、、可燃性可燃性可燃性可燃性ガスガスガスガスがががが漏漏漏漏れるれるれるれる恐恐恐恐れのあるれのあるれのあるれのある場所場所場所場所へのへのへのへの    
    設置設置設置設置はははは行行行行わないでくださいわないでくださいわないでくださいわないでください。。。。    
   ☆本機は、防爆構造ではありません。万一可燃性ガスが漏れて 

     本機の周囲に溜まると、爆発，火災の原因となります。 

◆電源電源電源電源コードコードコードコードをををを引引引引っっっっ張張張張ったりったりったりったり、、、、電源電源電源電源コードコードコードコードででででプラグプラグプラグプラグのののの抜抜抜抜きききき差差差差しをしをしをしを行行行行    
    わないでくださいわないでくださいわないでくださいわないでください。。。。    
   ☆感電や火災，ケガの原因となります。 
   ☆機銘鈑，本取扱説明書に記載の仕様を参照してください。 

◆◆◆◆感電防止感電防止感電防止感電防止のためのためのためのため、ＡＣ、ＡＣ、ＡＣ、ＡＣプラグアースプラグアースプラグアースプラグアース線線線線またはまたはまたはまたはリアパネルリアパネルリアパネルリアパネルＦＧＦＧＦＧＦＧ端子端子端子端子をををを、、、、        

必必必必ずずずず制御盤制御盤制御盤制御盤にににに接地接地接地接地してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

 

 

 

 

分解禁止分解禁止分解禁止分解禁止    

 
 

 

 

 

火災火災火災火災    

    

爆発爆発爆発爆発    

    

感電感電感電感電    

    

火災火災火災火災    

    

     危険危険危険危険    
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◆電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグはははは、、、、常常常常にににに点検点検点検点検しししし異常異常異常異常がないことをがないことをがないことをがないことを確認確認確認確認したしたしたした上上上上、、、、がたつがたつがたつがたつ    
きがないきがないきがないきがない様様様様にににに、、、、しっかりとしっかりとしっかりとしっかりとコンセントコンセントコンセントコンセントにににに差差差差しししし込込込込んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。    

  ☆電源プラグに、ほこり油脂分が付着していたり、接続が不完全な状態では感電や火災の原因 
となります。 

◆雨中雨中雨中雨中やややや濡濡濡濡れたれたれたれた手手手手でででで操作操作操作操作しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。    
  ☆雨中や濡れた手で電源プラグを抜き差ししたり、電源スイッチを操作すると感電する危険が 

あります。 
☆ 回路ショートや腐食など故障の原因になります。 

◆周囲温度周囲温度周囲温度周囲温度、、、、湿度湿度湿度湿度のののの高高高高いいいい場所場所場所場所ではではではでは使用使用使用使用しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。 
  ☆感電や回路ショートの恐れがあります。 
  ☆本機の使用温湿度範囲は、０～４０℃、８０％ＲＨ以下です。 
◆電源電源電源電源コードコードコードコードはははは、、、、他他他他のののの電気器具電気器具電気器具電気器具とととと併用併用併用併用したりしたりしたりしたりタコタコタコタコ足配線足配線足配線足配線をしないでをしないでをしないでをしないで        
くださいくださいくださいください。。。。    
☆火災の原因となります。 

    
    

    
    

    
    
◆本機本機本機本機のののの電源電源電源電源コードコードコードコードはははは、、、、溶接機溶接機溶接機溶接機、、、、コンプレッサコンプレッサコンプレッサコンプレッサ、、、、インバータインバータインバータインバータ等等等等        
とととと別別別別にしてくださいにしてくださいにしてくださいにしてください。。。。    

  ☆電源ラインから強いノイズが侵入した場合、本機が誤動作する可能性があります。 
◆◆◆◆対対対対ノイズノイズノイズノイズ性能向上性能向上性能向上性能向上のためのためのためのため、、、、ＡＣＡＣＡＣＡＣプラグアースプラグアースプラグアースプラグアース線線線線ままままたはたはたはたはリアパネリアパネリアパネリアパネ
ルルルルＦＧＦＧＦＧＦＧ端子端子端子端子をををを、、、、必必必必ずずずず制御盤制御盤制御盤制御盤にににに接地接地接地接地してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    
    

◆可動部可動部可動部可動部をををを有有有有するするするする駆動機器駆動機器駆動機器駆動機器やややや構造物構造物構造物構造物はははは、、、、センサセンサセンサセンサ部部部部からからからから２０２０２０２０ｍｍｍｍｍｍｍｍ以以以以    
上離上離上離上離してしてしてして配置配置配置配置させてくださいさせてくださいさせてくださいさせてください。。。。    
☆センサ部の直近で磁性体（鉄材など）を移動させると、質量指示値に誤差が生じる可能性が 
あります。 

◆正確正確正確正確なななな質量測定質量測定質量測定質量測定のののの為為為為にはにはにはには、、、、３０３０３０３０分以上分以上分以上分以上ののののウォームアップウォームアップウォームアップウォームアップがががが必要必要必要必要ですですですです。。。。 
☆電源投入直後の質量指示値は誤差を含んでいる可能性があります。ウォームアップ後に御使用 
ください。 

感電感電感電感電    

    

火災火災火災火災    

 

 

 

 

 

そのそのそのその他他他他    
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使用上使用上使用上使用上のごのごのごのご注意注意注意注意    
ＫＦＢシリーズは、適切な使用方法のもとで本来の性能を維持することが出来る、自動機などへの組込みを考慮し
て開発された高精度（ロードセルセンサの１０倍以上）の組込用はかりです。 
御導入に先立ち本項目を熟読されることで、『高精度組込用はかり』を不適切に使用した場合の悪影響や誤差要因
を御理解いただき、結果としてＫＦＢシリーズを安全に御使用いただき長期間に渡って本来の高精度を維持させると
共に、お客様の自動機設計と運転が円滑に行われることを切望しております。 

１１１１．．．．設置場所設置場所設置場所設置場所、、、、設置方法設置方法設置方法設置方法    

１－１．取付後は出来るだけ取付面が水平になるように、装置の水平調整をして下さい。 
本機は、重力加速度を利用して質量を測定する質量計です。従って、ＫＦＢセンサ部が正確に水平に設置され
ていれば良いことになりますが、実際には個々のＫＦＢセンサ部の水平調整をするのではなく取り付けた後で装
置全体の水平調整をしていただくことになると思われます。 
スパン変化に関しては、一度装置の水平を調整した状態でＫＦＢセンサ部のスパン校正をすれば問題あり 
ませんが、水平からのずれによるスパン変化は傾斜角をθとすると １－ｃｏｓθ、 即ち傾斜角θの２乗に比例
して増加しますので水平近傍に合わせておく方がその後の装置全体の水平変化に対してもスパン変化が少なくな
ります。スパン変化は下図の図１－図２方向の傾斜、図３－図４方向の傾斜 共に発生します。 
ゼロ点変化に関して、本機は図１－図２のセンサ部長手方向の傾斜に対して影響を受け、図３－図４のセンサ
部厚み方向の傾斜には影響を受けにくい構造になっています。（図１－図２方向の傾斜に対してもゼロ点変化の
影響が軽減されるような補償機構を内蔵しているので実用上は問題ありません） 
従いまして、ＫＦＢセンサ部の設置面が装置運転中に変位して水平が保持できなきなるようなものや、ＫＦＢ
センサ部自身を移動／昇降させるが故に水平状態の再現性に欠ける装置の設計は避けてくださいますようにお願
いします。これらは不規則なゼロ点変化やスパン変化を生じさせる要因になります。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

F1 
F1・cosθ 

θ

図１ 図２

図３ 図４

θ 
F1

F1・cosθ 
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例としてＫＦＢ－６００の表示分解能は６万なので、スパン変化が１／６万を超えない傾斜角θを求めると  
θ＝０°２０‘度 となり、厳密には非常に正確な水平度保持が必要になります。 
 
１－２．モーターや電磁ソレノイドなどの駆動機器は、ＫＦＢセンサ部から５０ｍｍ以上離して下さい。 
 ＫＦＢセンサ部は電磁力平衡式という高精度の測定方式を採用していますので原理的に外部磁性体の影響 
を受ける可能性があり、例えば永久磁石のような磁力源ワークの測定には不向きです。 
ＫＦＢセンサ部はこれら磁性体の影響を軽減するために強力な磁気シールドを施していますが、なるべく 
モーターや電磁ソレノイドなどの磁力源から遠ざけて設置して下さい。なお鉄構造材などの一般磁性体は２０ 
ｍｍ以上離していただければ大丈夫と思われます。ＫＦＢセンサ部同士は密着配置しても問題ありません。 

  
１－３．計量皿へ風袋や治具を固定する時は、許容値以上の回転力や押しつけ力を与えないようにして下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
風袋や容器を計量皿にネジ固定する時は、表１記載の回転トルク以下で固定して下さい。また、この時に表１の
力以上で押しつけないようにして下さい。 
回転力回転力回転力回転力にににに対対対対してはしてはしてはしては許容値許容値許容値許容値をををを超超超超えるとえるとえるとえるとセンサセンサセンサセンサ機構部機構部機構部機構部がががが破損破損破損破損するするするする可能性可能性可能性可能性がありますのでがありますのでがありますのでがありますので、、、、特特特特にににに、、、、ごごごご注意下注意下注意下注意下
さいさいさいさい。。。。    

 
表１．風袋や治具固定時の許容値 

 
 

 
 
 
 
 
 

     
 

 KFB 
-60 

KFB 
-300 

KFB 
-600 

KFB 
-3000 

KFB 
-6000 

風袋など固
定時の 
許容トルク
[N・m] 

0.03 0.03 0.08 0.25 0.25 

風袋など固
定時の 
許容押しつ
け力[g] 

200 600 1200 6000 8000 

六角孔付六角孔付六角孔付六角孔付ボルトボルトボルトボルトはははは、、、、下表下表下表下表のののの許容値以上許容値以上許容値以上許容値以上ののののトルクトルクトルクトルクををををセンサセンサセンサセンサ内部機構内部機構内部機構内部機構にににに

与与与与えないようえないようえないようえないよう、、、、図図図図のののの様様様様にににに手手手手でででで計量皿計量皿計量皿計量皿をををを保持保持保持保持しながらしながらしながらしながら締締締締めてくださいめてくださいめてくださいめてください。。。。  
許容値許容値許容値許容値をををを超超超超えるとえるとえるとえると、、、、過大過大過大過大なななな回転力回転力回転力回転力（（（（締締締締めめめめ付付付付けけけけトルクトルクトルクトルク））））ををををセンサセンサセンサセンサ部部部部にににに

与与与与えることになりえることになりえることになりえることになり、、、、センサセンサセンサセンサ内部機構内部機構内部機構内部機構をををを破壊破壊破壊破壊してしまうしてしまうしてしまうしてしまう可能性可能性可能性可能性がありまがありまがありまがありま

すすすす。。。。    

上上上上からからからから押押押押さえつけないようにしてくださいさえつけないようにしてくださいさえつけないようにしてくださいさえつけないようにしてください。。。。    
プラスネジプラスネジプラスネジプラスネジ使用時使用時使用時使用時のののの様様様様にににに    余分余分余分余分なななな押押押押さえつけるさえつけるさえつけるさえつける力力力力をををを与与与与

えるとえるとえるとえると内部機構内部機構内部機構内部機構をををを破壊破壊破壊破壊してしまうしてしまうしてしまうしてしまう可能性可能性可能性可能性がありますがありますがありますがあります。。。。    
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１－４．設置後は必ずスパン校正をして下さい。 
（１）２時間以上のウォームアップ時間が必要です。 
（２）風袋や容器が外せる場合はひょう量に相当する“分銅の質量[g]１”を御用意ください。しかし本機の 
計量皿に風袋等が固定されていてひょう量相当質量の分銅が載せられない。正味測定範囲がひょ 
う量よりも小さい。場合等、表２の“分銅の質量[g]２”の正確な分銅を使用することもできます。 

表２．スパン校正に必要な分銅 
 KFB-60 KFB-600 KFB-6000    KFB-300 KFB-3000 
分銅の質量[g]１ 60g 600g 6000g 300g 3000g 
分銅の質量[g]２ 10g,20g,30g, 

40g,50g 
100g,200g,300g, 
400g,500g 

1000g,2000g, 
3000g,4000g,5000g 

50g,100g,200g, 
300g 

500g,1000g,2000g, 
3000g 

（３）その後も定期的にスパン校正を行って下さい。 
 （４）使用場所を移設した場合も必ずスパン校正を行って下さい。 
 
１－５．本機の適切な動作環境は、気温２０℃±５℃、湿度４５～６０％の安定した環境です。 
１－６．エアコンの吹き出し口近くに設置しないで下さい。 
１－７．直射日光が当たらない場所に設置して下さい。 
１－８．粉塵や液飛沫、ミストなどが少ない場所に設置して下さい。 
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１－９．風、静電気の影響を排除して下さい。 
  （１）風袋や容器に樹脂などの絶縁物を使用すると、帯電した静電気の影響で計量値に誤差を生じる可能性があ

ります。ガラス製風防、導電性フィラーを混入した樹脂風防、金属製容器を御使用下さい。 
  （２）帯電した静電気を除電するため、ＫＦＢセンサ部は装置筐体に接地して下さい。 
  （３）風袋や容器周囲を風防で囲い風の影響を排除して下さい。風袋や容器が大きくなると風の影響は極めて大

きくなります。 
  （４）風防にアクリル等の樹脂を使用する時で風袋や容器に近接させる時は、それ自体の静電気帯電で計量値に

誤差を生じます。導電性フィラーを混入した樹脂風防に変えるか、風袋や容器から充分に離して下さい。 
  （５）装置の対流が風袋や容器に当たると計量値に誤差を生じる場合があります。装置外部からの風だけでなく、

装置内の対流の影響にも留意して下さい。 
 
１－１０．ノイズの影響を排除して下さい。 
  （１）表示部の電源コードは、溶接機、コンプレッサ、インバータ等とは別系統に接続して下さい。 
  （２）保安のためにも、表示部の電源コードアース端子は、必ず接地して下さい。 
  （３）表示部とセンサ部を接続するＰＵケーブルは電力ケーブルなどと同じ配管に通さず、独立した信号線配 

管に通して下さい。 
 
１－１１．爆発性ガス雰囲気で使用しないで下さい。 
   本機は、防爆構造を採用していません。 
 
１－１２．自動機に組み込む時、まずは図５のようなダミーベースを御使用になって下さい。 
ダミーベースを使用して自動機のハンドリングや各種位置決めのデバッグを完全に完了させてから、実際の製
品（ＫＦＢセンサ部）組み込んで装置を動作させて下さい。いきなり製品（ＫＦＢセンサ部）を使用してデバッ
グされると、製品（ＫＦＢセンサ部）を破損させる危険性があります。ご要望があればダミーベースは当社から
供給できます。（機種を御指定下さい） 

 

図５ KFB-600用 
ダミーベース 
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２２２２．．．．計量方法計量方法計量方法計量方法    

 ２－１．計量時は、必ずＫＦＢセンサ部を固定して ワークを搬送するようにして下さい。 
  （１）本機は『高精度組込用はかり』です。計量時にＫＦＢセンサ部を移動させたり昇降させますと、１－ 

１項の理由によりゼロ点やスパン変化が発生する可能性があります。 
（２）容器や風袋が載った状態でセンサ部を移動させたり昇降させますとセンサ機構部に大きな慣性力が働き、 
センサ部の耐久性を著しく劣化させる可能性があります。特に減速せずに移動後の停止が瞬時に行われる 
ような場合や、偏った位置にワークや風袋容器が載った状態でのセンサ部の移動や昇降には極めて大きな 
慣性力がセンサ機構部に働くので、耐久性の劣化に留まらずセンサ機構部が破壊されます。 

 
２－２．ワークは静かに載せ降ろして下さい。 
  （１）計量皿上にワークを落下させるような計量方法を採用しないで下さい。センサ部には過負荷ス 

トッパが内蔵してあり充分な対衝撃性を有していますが、繰り返し落下衝撃があるとゼロ点変化が生じ 
る可能性があります。自動機で治具やワークを搬送する場合でも、手でそっと載せるようなイメージで 
搬送して下さい。 

  （２）位置決めなどの目的で計量皿や治具皿にピンを打ち、相手治具側にも嵌合孔を設ける事がある 
と思います。この場合でもピン突出を最低限の長さに押さえると共に、嵌合する相手治具側の嵌合孔径 
も大きめの孔径を採用し、『こじれ』が無くスムーズに脱着できるようにして下さい。 
 ピンが不必要に長かったり嵌合孔径に余裕が無く、『こじれ』が発生した治具を脱着するにはセンサ部に 
過大な外力を加えることになりますので、それが繰り返されるとセンサ機構部の破損に至る可能性があり 
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

治具 治具 

ピン径に対して余裕ない 

長すぎる 
実用上最低限に短くする 

片側だけでもピン径に対して余裕のある嵌合孔径にして、 
センターピッチずれによる『こじれ』を防止して下さい。 

ＫＦＢ 
センサ部 

ＫＦＢ 
センサ部 

図６ 図７
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  （３）推奨するワークの載せ方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＫＦＢセンサはストレーンゲージ

式ロードセルを遙かに超える分解

能・精度・性能を得るために、内部機

構がストレーンゲージ式ロードセル

とは全く異なります。従いまして、ス

トレーンゲージ式ロードセルのよう

な上下方向の荷重に対して機械的強

度の対称性はありませんので、センサ

に引き上げ力を加えないように注意

する必要があります。 
 
図８（ａ）（ｂ）のように、ハンド

リング機構によって支持されたワー

ク質量が序々にセンサ部へ移行する

ようにして下さい。ワークとセンサ部

がドッキングする際に衝撃を与えな

いようにして下さい。 
 
※ワークに油脂や液体が付着して

いる場合は、ワークと計量皿との間で

『貼り付き』が発生し易くなり、ワー

クを取り去る際に引き上げ力を与え

る危険性がありますのでご注意下さ

い。 
 
ワークが位置決めピン等の何らか

のガイドによってセンサ部に案内さ

れている場合は、ハンドリング機構と

センサ部の計量皿の平行度の違いに

よりワークが傾き、ガイドとの間に

『こじれ』が発生しやすくセンサ部に

引き上げ力を与える危険性がありま

すので、ワークとガイドのクリアラン

ス、ハンドリング機構と計量皿の相対

位置精度等に注意して下さい。 
 

ＫＦＢ 
センサ部 

治具 
ワーク 

図８（ａ）

ＫＦＢ 
センサ部 

ワーク 

ハンドリング
機構 

図８（ｂ）

ＫＦＢ 
センサ部 

ワーク 

ハンドリング
機構 

※ 

図８（ｃ）

高さずれ

ガイド

ハンドリング
機構 
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２－３．側面からの力をセンサ部に与えないで下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  計量時に側面からの強い力“Ｆｈ”を与えると、センサ機構部が破損する可能性があります。 
 
２－４．ワークは計量皿の中央付近に載せるようにして下さい。偏った位置に載せると安定時間が延び 

る可能性があります。 
 
２－５．計量誤差を軽減するために、毎回の計量直前に風袋引きする事をお奨めします。 

本機には外部風袋引き端子が用意してありますのでその端子を外部から閉路していただくか、ＰＬＣ等の外
部機器からＲＳ２３２Ｃ信号で外部風袋引きコマンドを送信して下さい。 
外部風袋引きが困難な場合、本機のファンクション設定でオートゼロ効果を『    ふつう』 
まで強くしていただければ、ＫＦＢセンサ部にワークが載っていない時間幅で自動的にゼロ調整が行える可 
能性があります。 

表３．オートゼロ効果の選択 
機能 説明 表示 備考 

    オートゼロ効果 オフ 
    オートゼロ効果 弱い（弊社出荷値） 
    オートゼロ効果 ふつう 

オートゼロ 
機能 

・ゴミ、水滴付着等による微少なゼ
ロ点の変化に追従し自動的にゼロ
点を修正する機能 
・安定時に動作する     オートゼロ効果 強い 

  
 

図９ 図１０
Ｆh Ｆh 
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３３３３．．．．データデータデータデータ出力出力出力出力    

３－１．ＲＳ２３２Ｃ出力のボーレートは２４００ｂｐｓ以上を推奨します。 
ＰＬＣ等にＫＦＢのデータを取り込む時は、２４００ｂｐｓ以上（出来れば９６００ｂｐｓ）の伝送速度に 
設定される事を推奨します。１２００ｂｐｓの時は、表示データ更新と比較してＲＳ２３２Ｃデータの更新が 
間引かれる場合があります。 

 
３－２．ＲＳ２３２Ｃ／ＢＣＤ出力共に、データ出力ケーブルはシールドケーブルを御使用下さい。 
  ノイズなどによる影響を排除するために、データ出力ケーブルにはシールドケーブルを御使用下さい。 
 
３－３．ＲＳ２３２ＣデータをＰＬＣ等で取り込む時は、レコードのフォーマットチェックをして下さい。 
          ６桁フォーマット時    
   伝送順序（１４文字／レコード） ６桁フォーマット時 
 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 
 P D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 U1 U2 S1 S2 (CR) (LF) 

 
 
 
 
   これは、出荷値である６桁フォーマット時におけるレコード構成です。本機が連続データ出力している時に、 
ＰＬＣ側のレコード取込条件としてターミネータに【CR】【LF】を指定して非同期にＰＬＣ側のタイミングでＲ 
Ｓ２３２Ｃデータの受信を行った場合、必ずしも先頭の極性Ｐから確実にレコード全てのデータが取得出来て 
いるとは限りません。従ってＲＳ２３２Ｃデータの受信後は、 
 ①先頭文字が‘＋’（２Ｂｈ）又は‘－’（２Ｄｈ）であること。かつ、 
 ②受信文字数がターミネータまで含むと１４文字であること。 
などのフォーマットチェックをして正常なデータだけを御使用になって下さい。 

 
 ３－４．ＢＣＤ出力の出力論理について 
表４．ＢＣＤ出力の論理選択 
機能 説明 表示 備考 

  ＢＵＳＹパルス幅 １ｍｓ ＢＣＤ出力の 
ＢＵＳＹパルス幅 

・ＢＣＤデータパルス幅の選択 
・    の時は無効    ＢＵＳＹパルス幅 ２０ｍｓ 

   ＩＯＨフォーマットの安定信号なし ＢＣＤ出力の安定信
号 

・ＩＯＨフォーマット時の安定信号 
・    の時だけ有効    ＩＯＨフォーマットの安定信号あり 

   数値部分 正論路 ＢＣＤ出力の数値論
理 

・接続するＰＬＣの入力論理整合用 
・    の時は無効   数値部分 負論路 

   小数点部分 正論路 ＢＣＤ出力の小数点
論理 

・接続するＰＬＣの入力論理整合用 
・    の時は無効   小数点部分 負論路 

ＢＣＤ出力の安定信
号論理 

・接続するＰＬＣの入力論理整合用 
・    の時は無効 

   安定信号部分 正論路 

上表のように、本機のファンクション設定で変更することができます。 
 
 
 
 
 
 

数値ﾃﾞｰﾀ 単位 ｽﾃｰﾀｽ 

極性

ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
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1章 仕様 
    １１１１－－－－１１１１．．．．    センサセンサセンサセンサ部仕様部仕様部仕様部仕様    

型名 
 

KFB-60 KFB-600 KFB-6000 KFB-300 KFB-3000 

ひょう量 60g 600g 6000g 300g 3000g 
目量 0.001g 0.01g 0.1g 0.001g 0.01g 
再現性 0.001g 0.01g 0.1g 0.002g(σ) 0.02g(σ) 
直線性 ±0.001g ±0.01g ±0.1g ±0.003g ±0.03g 
スパン温度係数 ±8ppm/℃ 以下 ±5ppm/℃ 以下(10～30℃) 
使用温湿度範囲 温度：０～４０℃, 湿度：８０％ＲＨ以下(ただし結露なきこと) 
ハウジング SPCC材、焼き付け塗装 
ベース板 A5052材、黒色ｱﾙﾏｲﾄ処理 
計量皿 A5052材 

ｱﾙﾏｲﾄ処理40×40 
SUS304材 
55×55 

SUS304材 
74×74 

A5052材 
ｱﾙﾏｲﾄ処理55×55 

SUS304材 
74×74 

過負荷表示 ひょう量＋１％超過時『－』表示 
防塵・防滴仕様 ＩＰ４３ 
ＰＵケーブル長 ５ｍ 
機器質量 約1300 g 約 1900 g 約4500 g 約 1760 g 約4500 g 
    
１１１１－－－－２２２２．．．．    パネルマウントパネルマウントパネルマウントパネルマウント表示部仕様表示部仕様表示部仕様表示部仕様    

 型名 
 

KD-1 

表示素子 ７セグメント、６桁、文字ｈ＝12.5mm 蛍光表示管 
操作パネル材質 ＰＥＴ（タフトップ） 
ハウジング材質 SPCC材、及びA5052材、焼き付け塗装 
使用温湿度範囲 温度：０～４０℃, 湿度：８０％ＲＨ以下(ただし結露なきこと) 
データ更新間隔 約０．１秒 ～ 約１．６秒 変更（固定／可変）可能 
風袋引き機能 ひょう量までの質量をワンタッチで風袋引き可能 
ゼロバックアッ
プ機能 

風袋引き量をバックアップ保持可能 

双方向ＲＳ２３２Ｃ    標準装備。1200,2400,4800,9600bps データ出力 
ＢＣＤ出力（オプション） オープンコレクタフォトカプラ、シンク電流max.=10mA 
双方向ＲＳ２３２Ｃ     標準装備。外部風袋引き入力端子あり 外部接点入力 
ＢＣＤ出力（オプション） 外部風袋引き／外部ホールド入力端子 

電源 ＡＣ１００Ｖ（±１０％）、２０ＶＡ、５０／６０Ｈｚ 
電源コード長 １．５ｍ、２Ｐ平型プラグ（アース線付き） 

機器質量 約3500 g（BCD出力込み） 
１１１１－－－－３３３３．．．．    付属品付属品付属品付属品    
品名 数量 品名 数量 
計量皿 １ ＤＩＮ５Ｐプラグセット １ 
計量皿下カバー １ 取扱説明書 １ 
計量皿固定ネジ ２ 保証書 １ 
ＰＵケーブル（５ｍ長） １   
予備ヒューズ １   
１１１１－－－－４４４４．．．．    オプションオプションオプションオプション、、、、別売品別売品別売品別売品    
① ＢＣＤ出力      ￥５０，０００ 
② センサ部外装材ＳＵＳ３０４仕様    ￥２０，０００ 
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２章 各部の名称 
    ２２２２－－－－１１１１．．．．    センサセンサセンサセンサ部部部部    
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    ２２２２－－－－２２２２．．．．    ＰＵＰＵＰＵＰＵケーブルケーブルケーブルケーブル    
    
        標準５ｍ長 
    
    
    
    

計量皿 
直接ワークを載せたり、ユーザー様の容器や載せ
板を取り付けるために使用します。 
４ケ所にネジ孔があります。 

ＰＵケーブル接続コネクタ 
表示部と、付属の『ＰＵケーブル』
で接続します。 

取付孔 
ベース板の周囲４ケ所にあり
ます。 
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２２２２－－－－３３３３．．．．    表示部表示部表示部表示部 
２２２２－－－－３３３３－－－－１１１１．．．．操作操作操作操作パネルパネルパネルパネル 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

２２２２－－－－３３３３－－－－２２２２．．．．リアパネルリアパネルリアパネルリアパネル 
 

 

 

 

 

 
 

 

FGFGFGFG  

 
ｇｇｇｇ  

ＴＴＴＴ  ＦＦＦＦ  

風袋引きや各種機能の設定値
を変更するキー 

各種機能の設定やスパン調整
をするキー 

単位ランプ 
安定時に点灯 

有効数字６桁時の 
マイナスマーク 

 

ＰＵケーブル接
続コネクタ 
表示部と、付属の
『ＰＵケーブル』
で接続します。 

BCD出力コネクタ 
アンフェノール36P 

電源スイッチ

RS232C出力コネクタ 
DIN 5P 

ＦＧ端子 
必ず接地してください。 
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３章 装置への組込み 
    ３３３３－－－－１１１１．．．．    センサセンサセンサセンサ部部部部のののの取取取取りりりり付付付付けけけけ    
 

 ３－１－１．センサ部の輸送ロック解除 
  ①センサ部を横にして置き、センサ部底面のロックビスを、プラスドライバーで時計方向に止ま 

るまで廻して下さい。 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

注意：上記のロック解除が不完全ですと、表示がちらついたり、ひょう量に達する前にオーバーエラー
（－）表示となったりして、測定誤差の原因になります。 
 

注意：何らかの理由で輸送される時は、機器からセンサ部をはずし、上記ロックビスを止まるまで反時
計方向に廻して、確実にロックを行ってください。 

注意：センサ部を側面にした時に内部機構に過大な力がかからないようにするため、計量皿を取り付け
る前に行って下さい。  

ロックネジ 

時計方向に止まるまで廻す 

ベース板 

ベース板 

ロックネジ 

ロックビスがベース板に当たる（止まる）まで、時計方向に廻して下さい。 
ロックビスは、ベース板から突出しないようになります。 
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３－１－２．センサ部の固定と水平調整 
①センサ部を装置に組み込む際は、水準器などを利用してセンサ部取付面を水平に調整固定してく
ださい。 

 

 

 

 

 
 

 

 

３－１－３．計量皿の取り付けと固定 
① センサ部と、付属の「計量皿」、「計量皿下カバー」 を用意します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②「計量皿下カバー」 をボスに載せます。 
 
 

 

注意：機器の運転状態においてもセンサ部の水平が変化しないように留意してください。本機の表示分
解能は非常に高いため、水平度の変化は測定結果に大きな誤差を与えます。 
 又、なるべく水準付近にセンサ部を調整してください。、その後の微少な水平度変化が測定値に与え
る誤差がより少なくなります。 

計量皿下カバー 計量皿 

ＫＦＢセンサ部 計量皿取付ボス 

計量皿下カバー 
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③「計量皿」を付属の固定ネジ ２本でボスに固定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計量皿へ風袋や治具を固定する時は、許容値以上の回転力や押しつけ力を与えないようにして下さい。 
風袋や容器を計量皿にネジ固定する時は、表５記載の回転トルク以下で固定して下さい。また、この時に表５の
力以上で押しつけないようにして下さい。 
回転力回転力回転力回転力にににに対対対対してはしてはしてはしては許容値許容値許容値許容値をををを超超超超えるとえるとえるとえるとセンサセンサセンサセンサ機構部機構部機構部機構部がががが破損破損破損破損するするするする可能性可能性可能性可能性がありますのでがありますのでがありますのでがありますので、、、、特特特特にににに、、、、ごごごご注意下注意下注意下注意下
さいさいさいさい。。。。    

 
表５．風袋や治具固定時の許容値 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

        
３３３３－－－－２２２２．．．．    表示部表示部表示部表示部とのとのとのとの接続接続接続接続 
 必ず電源が切れた状態で、表示部とセンサ部を付属の『ＰＵケーブル』で接続してください。 

 KFB 
-60 

KFB 
-300 

KFB 
-600 

KFB 
-3000 

KFB 
-6000 

風袋など固
定時の 
許容トルク
[N・m] 

0.03 0.03 0.08 0.25 0.25 

風袋など固
定時の 
許容押しつ
け力[g] 

200 600 1200 6000 8000 

六角孔付六角孔付六角孔付六角孔付ボルトボルトボルトボルトはははは、、、、下表下表下表下表のののの許容値以上許容値以上許容値以上許容値以上ののののトルクトルクトルクトルクををををセセセセ
ンサンサンサンサ内部機構内部機構内部機構内部機構にににに与与与与えないようえないようえないようえないよう、、、、図図図図のののの様様様様にににに手手手手でででで計量皿計量皿計量皿計量皿をををを
保持保持保持保持しながらしながらしながらしながら締締締締めてくださいめてくださいめてくださいめてください。。。。    
許容値許容値許容値許容値をををを超超超超えるとえるとえるとえると、、、、過大過大過大過大なななな回転力回転力回転力回転力（（（（締締締締めめめめ付付付付けけけけトルクトルクトルクトルク））））
ををををセンサセンサセンサセンサ部部部部にににに与与与与えることになりえることになりえることになりえることになり、、、、センサセンサセンサセンサ内部機構内部機構内部機構内部機構をををを破破破破
壊壊壊壊してしまうしてしまうしてしまうしてしまう可能性可能性可能性可能性がありますがありますがありますがあります。。。。    

上上上上からからからから押押押押さえつけないようにさえつけないようにさえつけないようにさえつけないように
してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    
プラスネジプラスネジプラスネジプラスネジ使用時使用時使用時使用時のののの様様様様にににに    余余余余
分分分分なななな押押押押さえつけるさえつけるさえつけるさえつける力力力力をををを与与与与えるとえるとえるとえると
内部機構内部機構内部機構内部機構をををを破壊破壊破壊破壊してしまうしてしまうしてしまうしてしまう可能可能可能可能
性性性性がありますがありますがありますがあります。。。。    
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４章 機能 
４４４４－－－－１１１１．．．．風袋引風袋引風袋引風袋引きききき機能機能機能機能    

キーを押すと、現在質量を風袋引きすることができます。 
  ひょう量まで風袋引きできます。 
 

４４４４－－－－２２２２．．．．各種機能各種機能各種機能各種機能（（（（ファンクションファンクションファンクションファンクション））））    
    装置へ組込後の使用環境に応じたデータフィルターリング処理や、データインターフェイス条件などの設定

を変 
更することができます。 

①  キーを押し続け、『』となったらキーを離します。 
  ★は、弊社出荷値（標準応答速度の設定）を示します。☆は、最高応答速度の設定を示します。 

機能 説明 表示 備考 

    オートゼロ効果 オフ 

   ★☆ オートゼロ効果 弱い 

    オートゼロ効果 ふつう 

オートゼロ機能 ・ゴミ、水滴付着等による微少なゼ
ロ点の変化に追従し自動的にゼロ
点を修正する機能 

・安定時に動作する 
    オートゼロ効果 強い 

    安定判別 厳しい 

    安定判別 やや厳しい 

   ★  安定判別 ふつう 

    安定判別 やや緩やか 

安定判別条件 ・安定状態を判別する為の条件設定

   ☆  安定判別 緩やか 

  ★  データ更新間隔 自動可変 データ更新間隔の 

可変 

・データ更新間隔を自動可変にする
か、固定にするかの設定   ☆  データ更新間隔 固定 

   (可変)   (固定)
   ☆  約0.1sec固定 (*1) 約0.1sec固定 

    約0.1sec～約0.2sec 約0.2sec固定 

   ★  約0.1sec～約0.4sec 約0.4sec固定 

    約0.1sec～約0.4sec 約0.8sec固定 

データ更新間隔 

（積分時間） 

・データ更新の為の積分時間の設定
・(*1)の場合は、液滴モードとなり
フィルター効果（遅延）大きい 

・  時、不安定時の積
分時間は自動的に短くなる 

    約0.1sec～約0.8sec 約1.6sec固定 

    フィルター効果 弱い 安定時デジタルフ
ィルター効果 

・データ安定時のフィルター効果 

設定    ★  フィルター効果 強い 

     ＲＳインターフェイス機能 停止 

   ★  数値６桁フォーマット 

ＲＳインターフェ
イス機能の設定 

・ＲＳデータ出力フォーマットの 

設定 

    数値７桁フォーマット 

   出力停止 

  ★ 連続出力 

   安定時連続出力 

   キー押下時、1回出力 

   自動出力 

   安定時1回出力(不安定時出力停止) 

   安定時1回出力(不安定時連続出力) 

ＲＳデータ 

出力制御 

・ＲＳデータ出力方法を選択 

   キー押下後、安定時1回出力 

   １２００ｂｐｓ 

   ２４００ｂｐｓ 

   ４８００ｂｐｓ 

ボーレート設定 ・ボーレート設定 

  ★ ９６００ｂｐｓ 

 

↑遅い 
応答速度
↓早い 



D00138-8_KFBシリーズ取扱説明書 

 － 21－ 

 

 
機能 説明 表示 備考 

  ★ パリティビット なし 

   奇数パリティ 

パリティ設定 ・パリティ設定 

    の時だけ有効 

   偶数パリティ 

   ★ ＢＣＤインターフェイス機能 停止 

    ＩＯＨフォーマット 

ＢＣＤインターフ
ェイス機能の設定 

・ＢＣＤデータ出力フォーマット 

等の選択 

    ＩＯＢ－Ｈフォーマット 

  ＢＵＳＹパルス幅 １ｍｓ ＢＣＤ出力の 

ＢＵＳＹパルス幅 

・ＢＣＤデータパルス幅の選択 

・    の時は無効   ★ ＢＵＳＹパルス幅 ２０ｍｓ 

   ＩＯＨフォーマットの安定信号 なし ＢＣＤ出力の安定
信号 

・ＩＯＨフォーマット時の安定信号
・    の時だけ有効   ★ ＩＯＨフォーマットの安定信号 あり 

  ★ 数値部分 正論路 ＢＣＤ出力の数値
論理 

・接続するＰＬＣの入力論理整合用
・    の時は無効   数値部分 負論路 

  ★ 小数点部分 正論路 ＢＣＤ出力の小数
点論理 

・接続するＰＬＣの入力論理整合用
・    の時は無効   小数点部分 負論路 

  ★ 安定信号部分 正論路 ＢＣＤ出力の安定
信号論理 

・接続するＰＬＣの入力論理整合用
・    の時は無効   安定信号部分 負論路 

   ★ バックアップ機能 OFF 風袋値 

バックアップ機能 

・電源投入時に前回記憶保持してい
る風袋値を使う機能     バックアップ機能 ON 

   ★ キー押されたら、即時風袋引き 風袋引き 

タイミング 

・即時風袋引きするか、安定待ち後
風袋引きするか選択     キー押されたら、安定後風袋引き 
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５章 スパン校正 
  ５５５５－－－－１１１１．．．．    スパンスパンスパンスパン校正校正校正校正のののの手順手順手順手順    
  ① 本機の計量皿に風袋等が取り付けられている場合は外してください。外せない場合は、⑤を参照して必要 

な分銅を御用意ください。 
  ② 本機を組み込んだ装置の水平を確認し、ずれている場合は装置の水平を調整してください。 
  ③ 正確な校正をするためには２時間以上のウォームアップ時間が必要です。 
④ スパン校正中は、本機に振動や風等の外乱を与えないように注意してください。 
⑤ スパン校正に必要な正確な分銅を御用意ください。 
 KFB-60 KFB-600 KFB-6000    KFB-300 KFB-3000 
分銅の質量[g]１ 60g 600g 6000g 300g 3000g 
分銅の質量[g]２ 10g,20g,30g, 

40g,50g 
100g,200g,300g, 
400g,500g 

1000g,2000g,3000g 
4000g,5000g 

50g,100g,200g, 
300g 

500g,1000g,2000g, 
3000g 

 基本は、ひょう量に相当する“分銅の質量[g]１”を御用意ください。しかし本機の計量皿に風袋等が固定され
ていてひょう量相当質量の分銅が載せられない。正味測定範囲がひょう量よりも小さい。場合等、上表の“分銅
の質量[g]２”の正確な分銅を使用することもできます。 
⑥ キーを押し続け『』で指を離します。 

質量表示『.』→『』→『』 
⑦ キーを押したままキーを押して、両方同時に離します。 

    ●『』→『 』点滅 、、、、、ゼロ点データの取込中です。 
  何も載せないでください。 
  ゼロ点データの取込みが完了すると、 

●『 』→『 』 、、、、、フルスケールデータの載加要求です。 
  分銅の質量[g]１ 又は、分銅の質量[g]２ に相当する正確な分銅を載せてください。 

『 』点滅 、、、、、、、、、、フルスケールデータの取込中です。 
校正が正常に完了したら質量表示に戻ります。 

 

  ５５５５－－－－２２２２．．．．    スパンスパンスパンスパン校校校校正正正正のののの中断中断中断中断    
 『 』点滅中、又は『 』点滅中にキーを押すとスパン校正を中断して質量表示に戻り 

ます。 
 

  ５５５５－－－－３３３３．．．．    スパンスパンスパンスパン校正校正校正校正におけるにおけるにおけるにおけるエラーエラーエラーエラー表示表示表示表示    
 ●－ 
  分銅質量[g]が、上表“分銅の質量[g]２”の最小値よりも小さい時に表示します。 
  スパン校正を中断します。 
 ●－ 
  分銅質量[g]の誤差が著しく大きい場合に表示します。 
  スパン校正を中断します。 
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６章 ＲＳ２３２Ｃインターフェイス資料 
本機が標準で搭載するＲＳ２３２Ｃインターフェイスは、主としてＰＬＣやパソコン等の外部機器とのデータ通信
に利用される最も一般的なインターフェイスです。 
① 最大伝送距離は、１５ｍです。 
 

６６６６－－－－１１１１．．．．コネクタコネクタコネクタコネクタ端子番号表端子番号表端子番号表端子番号表    
端子番号 信号名 入／出力方向 機能・備考 

１ ＥＸＴ．ＴＡＲＥ 入力 外部接点風袋引き(*1) 

２ ＤＴＲ 出力 本機の電源ＯＮ時、ＤＴＲ－ＯＮ 
３ ＲＸＤ 入力 受信データ 
４ ＴＸＤ 出力 送信データ 
５ ＳＧ  ＧＮＤ 

 

６６６６－－－－２２２２．．．．コネクタコネクタコネクタコネクタ 
 ・本機のＲＳ２３２Ｃコネクタに適合するコネクタ 
 ＴＣＰ０５５６－０１－０２０１ （Ｄｉｎ５ピン、ﾎｼﾃﾞﾝ製、ストレートタイプ、付属品） 
*1 ：外部接点風袋引き入力 
 ＥＸＴ．ＴＡＲＥ と ＳＧ間を接点又はトランジスタスイッチでＯＮにすると、外部から風袋引きを行うことが
出来ます。この場合、ＯＮ時間は最小でも ０．２秒以上とって下さい。 
（ＯＦＦ時電圧 最大１５Ｖ、ＯＮ時シンク電流 ２０ｍＡ） 
 

    

    

    

    
    

    

    

    

    

    
  

    

 
EXT.TARE

TXD 

1 

2 

3 

4 

5 

RXD 

外部風袋引き信号

DTR 内部電源

内部電源 

注意１）ＰＬＣ（シーケンサ）のトランジスタ（オープンコレクタ）出力を接続される場合、漏
れ電流で入力回路がＯＮになってしまう場合があります。その場合はリレー接点出力回路を使用
してください。 
注意２）外部接点風袋引き入力端子の流出電流 Ifは約 0.8mAです。ＳＳＲ（半導体リレー）の
ように最低動作電流値が 10mA 程度の動力開閉用スイッチ素子を使用されますと正常に動作し
ない場合があります。機械式リレー接点など、微小電流開閉に適したスイッチ素子をご使用くだ
さい。 

ＲＳＲＳＲＳＲＳ２３２２３２２３２２３２ＣＣＣＣインターフェイスインターフェイスインターフェイスインターフェイス部等価回路部等価回路部等価回路部等価回路    
If 
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６６６６－－－－３３３３．．．．外部機器外部機器外部機器外部機器とのとのとのとのＲＳＲＳＲＳＲＳ接続用接続用接続用接続用ケーブルケーブルケーブルケーブル（（（（参考参考参考参考）））） 
 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

    

    

 

 
６６６６－－－－４４４４．．．．データデータデータデータ出力出力出力出力フォーマットフォーマットフォーマットフォーマット    
        ６６６６－－－－４４４４－－－－１１１１．．．．文字構成文字構成文字構成文字構成    
① スタートビット １ bit 
② データビット  ８ bit 
③ パリティビット なし、偶数１ bit、奇数１ bit の選択可（   ７桁フォーマット時） 
④ ストップﾋﾞｯﾄ  ２ bit 
⑤ ボーレート  １２００ bps、２４００ bps、４８００ bps、９６００ bps の選択可 

    

3 TXD 

2 RXD 

5 GND 

1 DCD 

7 RTS 

8 CTS 

6 DSR 

4 DTR 

3 RXD 

4 TXD 

5 GND 

2 DTR 

1 EXT.TARE 

本機に付属のDin 5 ﾋﾟﾝ 
出力コネクタ。 

外部機器（パソコン等） 
の RS232C コネクタに嵌合する場
合。Dサブ９ピンメスコネクタ

最大ｹｰﾌﾞﾙ長：１５ｍ
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        ６６６６－－－－４４４４－－－－２２２２．．．．レコードレコードレコードレコード構成構成構成構成    
   伝送順序（１４文字／レコード） ６桁フォーマット時 
 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 
 P D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 U1 U2 S1 S2 (CR) (LF) 

 
 

 

 

  ６桁フォーマット時。 パリティビットは付加できません。 
 

 
   伝送順序（１５文字／レコード） ７桁フォーマット時 
 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
 P D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 U1 U2 S1 S2 (CR) (LF) 

 

 

 

 

   ７桁フォーマット時。 パリティビットが付加できます。 
 
    

    ６６６６－－－－４４４４－－－－３３３３．．．．極性極性極性極性  Ｐ 
Ｐ コード 内 容 
＋ ２ＢＨ 数値ﾃﾞｰﾀが０又は正の時 
－ ２ＤＨ 数値ﾃﾞｰﾀが負の時 

 

 ６６６６－－－－４４４４－－－－４４４４．．．．数値数値数値数値データデータデータデータ    Ｄ１～Ｄ７：７文字（７桁フォーマット時Ｄ１～Ｄ８：８文字） 
Ｄ＊ コード 内 容 
０～９ ３０Ｈ～３９Ｈ 数値 ０～９ 
． ２ＥＨ 小数点（位置は浮動） 

データが整数時は省略され、最下
桁に空白（２０Ｈ）が出力される 

△ ２０Ｈ 空白 
数値先頭部分のゼロサプレス 

 
 ６６６６－－－－４４４４－－－－５５５５．．．．単位単位単位単位  Ｕ１，Ｕ２：２文字 

Ｕ１ Ｕ２ U1 ｺｰﾄﾞ U2 ｺｰﾄﾞ 意味 
ＳＰ Ｇ ２０Ｈ ４７Ｈ グラム 

 

 ６６６６－－－－４４４４－－－－６６６６．．．．ステータスステータスステータスステータス１１１１ Ｓ１：１文字 
Ｓ１ コード 内 容 
ＳＰ ２０Ｈ 未定義 

 

数値ﾃﾞｰﾀ 単位 ｽﾃｰﾀｽ 

極性

ﾀｰﾐﾈｰﾀ 

数値ﾃﾞｰﾀ 単位 ｽﾃｰﾀｽ 

極性

ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
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 ６６６６－－－－４４４４－－－－７７７７．．．．ステータスステータスステータスステータス２２２２ Ｓ２：１文字 
Ｓ２ コード 内 容 
Ｓ ５３Ｈ 質量ﾃﾞｰﾀ安定 
Ｕ ５５Ｈ 質量ﾃﾞｰﾀ不安定 

質量ﾃﾞｰﾀ ｵｰﾊﾞｰ／ｱﾝﾀﾞｰ ｴﾗｰ Ｅ ４５Ｈ 
この時Ｓ２以外無効データになります 

ＳＰ ２０Ｈ ステータス指定なし 
    
    
６６６６－－－－５５５５．．．．コマンドコマンドコマンドコマンドによるによるによるによる、、、、はかりはかりはかりはかり制御制御制御制御のののの一覧一覧一覧一覧    
 ６６６６－－－－５５５５－－－－１１１１．．．．本機本機本機本機のののの制御制御制御制御コマンドコマンドコマンドコマンド一覧一覧一覧一覧    

 機能 
コマンド文字 
HEXコード 

コマンド送信後の返値 

  Ｃ１ Ｃ１  

1 風袋引き指令 Ｔ(54H) SP(20H) 
A00(CR)(LF)：風袋引き成功 
E01(CR)(LF)：風袋引き失敗 

2 出力停止（コマンド入力は可能） Ｏ(4FH) ０(30H) A00(CR)(LF) 
3 連続出力 Ｏ(4FH) １(31H) A00(CR)(LF) 
4 安定時連続出力（不安定時出力停止） Ｏ(4FH) ２(32H) A00(CR)(LF) 
5 キーを押すたびに１回出力 Ｏ(4FH) ３(33H) A00(CR)(LF) 
6 自動出力 Ｏ(4FH) ４(34H) A00(CR)(LF) 
7 安定時１回出力（不安定時出力停止） Ｏ(4FH) ５(35H) A00(CR)(LF) 
8 安定時１回出力（不安定時連続出力） Ｏ(4FH) ６(36H) A00(CR)(LF) 
9 キーを押した後、安定時１回出力 Ｏ(4FH) ７(37H) A00(CR)(LF) 
10 即時、１回出力 Ｏ(4FH) ８(38H) A00(CR)(LF) 
11 安定後、１回出力 Ｏ(4FH) ９(39H) A00(CR)(LF) 
 

    ６６６６－－－－５５５５－－－－２２２２．．．．コマンドコマンドコマンドコマンド伝送手順伝送手順伝送手順伝送手順    
① 通信は全二重方式ですので、はかりからのデータ送信タイミングに関係なくコマンドを送信することが出来
ます。 
② 受信したコマンドをはかりが正常に実行した時は、はかりから正常応答を送信します。 

  ③ 正常に実行出来なかった場合、あるいは受信コマンドが無効（エラー）の場合は、エラー応答を送信します。 
  ④ はかりが正常に質量データを表示している時は、コマンド伝送後通常２秒以内に応答を送信します。 

但し、ファンクション     （安定後風袋引きする）の場合は、測定データが安定になり風袋引き
を完了してから応答を返送します。 

  ⑤ はかり操作中（キー操作中、ファンクション設定中等の時）にコマンド受信した場合は、その操作終了後に
コマンドを実行し、応答を送信します。 

  ⑥ 外部機器よりコマンドを送信した場合は、はかりからの応答を受信するまで次のコマンドを送信しないで下
さい。 
 

【注意１】 
“Ｏ０” ～ ”Ｏ７” コマンドによる出力制御と、本機のファンクション設定による出力制御は同じ働

きをします。”Ｏ８”、”Ｏ９” コマンドは、本機へのデータ出力要求コマンドです。 
【注意２】 
一度、“Ｏ０” ～ ”Ｏ９” コマンドを実行した後は、次のコマンドが入力されるまでその状態を保持

します。但し、一度本機の電源を切って再投入した時は、出力制御はファンクション設定値になります。 
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６６６６－－－－５５５５－－－－３３３３．．．．コマンドフォーマットコマンドフォーマットコマンドフォーマットコマンドフォーマット（（（（はかりはかりはかりはかり        ←←←←        外部機器外部機器外部機器外部機器））））    
ターミネータ ＣＲ＝（０ＤＨ），ＬＦ＝（０ＡＨ）を含めて、４文字で構成されます。 

C1,C2は、６－５－１表を参照 
1 2 3 4 

 C1 C2 CR(0DH) LF(0AH) 
 
    ６６６６－－－－５５５５－－－－４４４４．．．．コマンドコマンドコマンドコマンド応答応答応答応答フォーマットフォーマットフォーマットフォーマット（（（（はかりはかりはかりはかり    →→→→    外部機器外部機器外部機器外部機器））））    

ターミネータ ＣＲ＝（０ＤＨ），ＬＦ＝（０ＡＨ）を含めて、５文字で構成されます。 
正常応答 

1 2 3 4 5 
A(41H) 0(30H) 0(30H) CR(0DH) LF(0AH) 
 

エラー応答 
1 2 3 4 5 

E(45H) 0(30H) 1(31H) CR(0DH) LF(0AH) 
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７章 ＢＣＤインターフェイス資料 
オプションで本機に搭載することができるＢＣＤインターフェイスは、はかりの測定データを全パラレルＢＣＤデ
ータとして出力することができます。線数は多くなりますがＰＬＣのＩ／Ｏ端子に直結することが出来ますので、通
信の煩わしさがなく容易に測定データをＰＬＣに取り込むことができます。通常は、７－１－１のＩＯＨフォーマッ
トを御利用ください。（ファンクション     ） 
 
① オープンコレクタ形式のパラレル伝送です。伝送距離は最大２ｍ程度です。 
② 外部風袋引き入力、外部ホールド入力端子を装備しています。 
③ ＲＳ２３２Ｃ出力と同時にＢＣＤデータ出力が可能です。 
 

※ＢＣＤ伝送ケーブルは必ずシールド線を御使用ください。シールドケーブルの編粗線は、付属アンフェノール３６
ピンコネクタのシェルに接続してください。 
 

７７７７－－－－１１１１．．．．コネクタコネクタコネクタコネクタ端子番号表端子番号表端子番号表端子番号表 
７７７７－－－－１１１１－－－－１１１１．ＩＯＨ．ＩＯＨ．ＩＯＨ．ＩＯＨフォーマットフォーマットフォーマットフォーマット時時時時（ファンクション     の時）    
端子 
番号 

信 号 名 
信号
方向 

端子 
番号 

信 号 名 
信号
方向 

1 数値ﾃﾞｰﾀ 10^5 –  1 出力 19 数値ﾃﾞｰﾀ 10^5 –  2 出力 

2 数値ﾃﾞｰﾀ 10^5 –  4 出力 20 数値ﾃﾞｰﾀ 10^5 –  8 出力 

3 数値ﾃﾞｰﾀ 10^0 –  1 出力 21 数値ﾃﾞｰﾀ 10^0 –  2 出力 

4 数値ﾃﾞｰﾀ 10^0 –  4 出力 22 数値ﾃﾞｰﾀ 10^0 –  8 出力 

5 数値ﾃﾞｰﾀ 10^1 –  1 出力 23 数値ﾃﾞｰﾀ 10^1 –  2 出力 

6 数値ﾃﾞｰﾀ 10^1 –  4 出力 24 数値ﾃﾞｰﾀ 10^1 –  8 出力 

7 数値ﾃﾞｰﾀ 10^2 –  1 出力 25 数値ﾃﾞｰﾀ 10^2 –  2 出力 

8 数値ﾃﾞｰﾀ 10^2 –  4 出力 26 数値ﾃﾞｰﾀ 10^2 –  8 出力 

9 数値ﾃﾞｰﾀ 10^3 –  1 出力 27 数値ﾃﾞｰﾀ 10^3 –  2 出力 

10 数値ﾃﾞｰﾀ 10^3 –  4 出力 28 数値ﾃﾞｰﾀ 10^3 –  8 出力 

11 数値ﾃﾞｰﾀ 10^4 –  1 出力 29 数値ﾃﾞｰﾀ 10^4 –  2 出力 

12 数値ﾃﾞｰﾀ 10^4 –  4 出力 30 数値ﾃﾞｰﾀ 10^4 –  8 出力 

13 小数点位置ｺｰﾄﾞ –  1 出力 31 小数点位置ｺｰﾄﾞ –  2 出力 

14 小数点位置ｺｰﾄﾞ –  4 出力 32 安定  *1 出力 

15 極性(ﾏｲﾅｽ) 出力 33 ｵｰﾊﾞｰﾚﾝｼﾞ 出力 

16 外部ﾎｰﾙﾄﾞ 入力 34  出力 

17 外部風袋引き 入力 35 BUSY 出力 

18 GND  36 GND  

*1  ファンクション   になっている時は、安定信号となります。  

  になっている時は、常時論理「０」となります。 
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７７７７－－－－１１１１－－－－２２２２．ＩＯＢ－Ｈ．ＩＯＢ－Ｈ．ＩＯＢ－Ｈ．ＩＯＢ－Ｈフォーマットフォーマットフォーマットフォーマット時時時時（ファンクション     の時）    
端子 
番号 

信 号 名 
信号
方向 

端子 
番号 

信 号 名 
信号
方向 

1 数値ﾃﾞｰﾀ 10^5 –  1 出力 19  出力 

2  出力 20 安定 出力 

3 数値ﾃﾞｰﾀ 10^0 –  1 出力 21 数値ﾃﾞｰﾀ 10^0 –  2 出力 

4 数値ﾃﾞｰﾀ 10^0 –  4 出力 22 数値ﾃﾞｰﾀ 10^0 –  8 出力 

5 数値ﾃﾞｰﾀ 10^1 –  1 出力 23 数値ﾃﾞｰﾀ 10^1 –  2 出力 

6 数値ﾃﾞｰﾀ 10^1 –  4 出力 24 数値ﾃﾞｰﾀ 10^1 –  8 出力 

7 数値ﾃﾞｰﾀ 10^2 –  1 出力 25 数値ﾃﾞｰﾀ 10^2 –  2 出力 

8 数値ﾃﾞｰﾀ 10^2 –  4 出力 26 数値ﾃﾞｰﾀ 10^2 –  8 出力 

9 数値ﾃﾞｰﾀ 10^3 –  1 出力 27 数値ﾃﾞｰﾀ 10^3 –  2 出力 

10 数値ﾃﾞｰﾀ 10^3 –  4 出力 28 数値ﾃﾞｰﾀ 10^3 –  8 出力 

11 数値ﾃﾞｰﾀ 10^4 –  1 出力 29 数値ﾃﾞｰﾀ 10^4 –  2 出力 

12 数値ﾃﾞｰﾀ 10^4 –  4 出力 30 数値ﾃﾞｰﾀ 10^4 –  8 出力 

13 小数点位置 - 10^1 出力 31 小数点位置 - 10^2 出力 

14 小数点位置 - 10^3 出力 32  出力 

15 極性(ﾏｲﾅｽ) 出力 33 ｵｰﾊﾞｰﾚﾝｼﾞ 出力 

16 外部ﾎｰﾙﾄﾞ 入力 34  出力 

17 外部風袋引き 入力 35 BUSY 出力 

18 GND  36 GND  

*1 : ﾃﾞｰﾀ不定、*2：論理「１」固定 
 

７７７７－－－－１１１１－－－－３３３３．．．．コネクタコネクタコネクタコネクタ形式形式形式形式    
ＢＣＤ出力コネクタ  アンフェノール３６ピン メス(DDK 57-40360-D60 又は相当品)；本体側 
付属コネクタ  アンフェノール３６ピン オス(DDK 57-30360     又は相当品)；プラグ 

 

７７７７－－－－１１１１－－－－４４４４．．．．論理論理論理論理    
 ① 出力回路は正論理。フォトカプラトランジスタ出力 
  論理「１」：フォトカプラトランジスタがOFF 
  論理「０」：フォトカプラトランジスタがON 
 ② 入力回路は、外部の接点(又はトランジスタスイッチ)入力。 
  外部接点「ＯＮ」＝外部入力がＯＮ 
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７７７７－－－－１１１１－－－－５５５５．．．．入出力等価回路入出力等価回路入出力等価回路入出力等価回路    
 ① 出力論理                     

論理 “１” 論理 “０”  

トランジスタ:OFF 
OFF時抵抗:200kΩ以上 
耐圧:+30V 

トランジスタ:ON 
シンク電流(IiL):MAX. 10mA 

 

 
 ② 出力等価回路 
 

 

 

 

 
 

 

③ 入力論理          

論理 “１” 論理 “０”  

外部接点:OFF 
OFF時抵抗:100kΩ以上 

外部接点:ON 
残留電圧:MAX. 1.5V 

 

 
 ④ 入力等価回路 （ 外部風袋引き、外部ホールド） 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

GND 

IiL 

+5V 4.7k 

BCD出力基板内 GND 

お客様 回路 

出力ピン 

注意１）ＰＬＣの（シーケンサ）トランジスタ（オープンコレクタ）出力を接続される場合、
漏れ電流で入力回路がＯＮになってしまう場合があります。その場合はリレー接点出力回路
を使用してください。 
 
注意２）外部入力端子の流出電流 Ifは約 0.8mAです。ＳＳＲ（半導体リレー）のように最
低動作電流値が 10mA 程度の動力開閉用スイッチ素子を使用されますと正常に動作しない
場合があります。機械式リレー接点など、微小電流開閉に適したスイッチ素子をご使用くだ
さい。 

If 
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７７７７－－－－１１１１－－－－６６６６．．．．信号信号信号信号のののの説明説明説明説明    
 ① 数値データ出力 
  各桁とも、ＢＣＤコードで表します。 

数値  論 理  
 23 22  21 20  

０ ０ ０ ０ ０ 
１ ０ ０ ０ １ 
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 
８ １ ０ ０ ０ 
９ １ ０ ０ １ 

 ② 小数点位置出力 
  ②－１ ＩＯＨモード時（ファンクション     の時） 
   小数点位置を３ビットコードで表します。 

小数点位置  位置ｺｰﾄﾞ   MSD     LSD 
 ４ ２ １  105  104  103  102  101  100 

少数点無し或いは右端(100) ０ ０ ０  １ ２ ３ ４ ５ ６. 

少数点右から２番目(101 ) ０ ０ １  １ ２ ３ ４ ５. ６ 

少数点右から３番目(102 ) ０ １ ０  １ ２ ３ ４. ５ ６ 

↓ ↓ ↓ ↓  ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 
少数点右から６番目(105 ) １ ０ １  １. ２ ３ ４ ５ ６ 

 

  ②－２ ＩＯＢ－Ｈモード時（ファンクション     の時） 
   小数点位置を位置データで表します。 

小数点位置  位置ﾃﾞｰﾀ   MSD     LSD 
 ４ ２ １  105  104  103  102  101  100 

少数点右から２番目(101 ) ０ ０ １  １ ２ ３ ４ ５. ６ 

少数点右から３番目(102 ) ０ １ ０  １ ２ ３ ４. ５ ６ 

少数点右から４番目(103 ) １ ０ ０  １ ２ ３. ４ ５ ６ 

 

 ③ 極性出力 
  ・＋（プラス）時 →論理「１」→フォトカプラＯＦＦ 
  ・－（マイナス）時→論理「０」→フォトカプラＯＮ 
 ④ オーバーレンジ出力 
  ・表示部が「o-Err」又は「u-Err」表示時 →論理「１」→フォトカプラＯＦＦ 
  ・データ正常時                           →論理「０」→フォトカプラＯＮ 
   注意：ｵｰﾊﾞｰﾚﾝｼﾞが論理「１」の時、他の全てのﾃﾞｰﾀは不定になります。 
 ⑤ 安定出力 
  ・質量データが安定時 →論理「０」→フォトカプラＯＮ 
  ・質量データが不安定時→論理「１」→フォトカプラＯＦＦ 
 ⑥ ＢＵＳＹ出力 
  ・データ書き換え中→論理「０」→フォトカプラＯＮ 
  ・データ保持中  →論理「１」→フォトカプラＯＦＦ 
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 ⑦ 外部ホールド入力 
  ・論理「０」（外部接点ＯＮ）の時は出力データを保持し、データ書き換えを行いません。 
  ・データ書き換え中（ＢＵＳＹ信号が論理「０」の時）に外部ホールド入力が論理「０」になった
場 

合は、データ書き換えを完了した後、そのデータを保持します。 
 ⑧ 外部風袋引き入力 
  ・この端子を論理「０」（外部接点ＯＮ）にすることで、ハカリの風袋引ききを行います。 

    
７７７７－－－－１１１１－－－－７７７７．．．．信号信号信号信号タイミングタイミングタイミングタイミング    

 ① BCD出力と外部ホールド入力 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

名称 記号 Ｍｉｎ． Ｍａｘ． 備考 
データ書換え周期 ＴＡ ８０ｍｓ 

ファンクションの積分
時間設定による 

約２ｓ 
ファンクションの積分
時間設定による 

 
HOLD 入力が無い場合の
ﾃﾞｰﾀ書換え周期 

データ書換え時間 ＴＢ ２０ｍｓ 
（ファンクション 

   の時） 

２３ｍｓ 
（ファンクション 

   の時） 

ﾃﾞｰﾀ書き換えに要する
時間。 
 

 
ＨＯＬＤ 

セットアップ時間 

ＴＣ  －－－－－－ １ｍｓ  
HOLD入力をテストし 
 
BUSYを論理 ”0” とす
るのに要する時間 

 

 

論理 
“1” 
 
“0” 
 
“1” 
 
“0” 
 
 
“1” 
 
“0” 

ﾃﾞｰﾀ・数値・ 
小数点・極性等 

ﾃﾞｰﾀ書き換え 
信号 (BUSY) 

外部ﾎｰﾙﾄﾞ入力 
(HOLD) 

TA

TB

TC 

ﾃﾞｰﾀはﾎｰﾙﾄﾞされる 
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 ② 外部風袋引き入力 
 
 

 

 

 

 

 
 

名称 記号 Ｍｉｎ． Ｍａｘ． 
論理 ”0 ” 時間 ＴＤ ２００ｍｓ －－－－ 
論理 ”1 ” 時間 ＴＥ ２０ｍｓ －－－－ 

 

 

 

７７７７－－－－１１１１－－－－８８８８．ＢＣＤ．ＢＣＤ．ＢＣＤ．ＢＣＤデデデデータータータータのののの取込取込取込取込みみみみ手順例手順例手順例手順例    
    

ＢＵＳＹパルスの後縁を検出する方法 

    
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 

参考資料１ 「ＰＬＣによるＢＣＤデータ取込参考例」 も御参照下さい。 
 

 

 

 
 

 

 

ＥＸＴ．ＴＡＲＥ 

TD TE 

論理 
“1” 
 
“0” 

ＳＴＡＲＴ

５ｍｓの時間待ち 

ＢＣＤデータの取込み 

ＥＮＤ

BUSYの後縁（立ち上がり）検出 
N 

Y
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７７７７－－－－１１１１－－－－９９９９．ＢＣＤ．ＢＣＤ．ＢＣＤ．ＢＣＤデータテストデータテストデータテストデータテスト出力出力出力出力モードモードモードモードのののの操作操作操作操作    
本機は、ＢＣＤデータ出力オプションとお客様のコントローラとの接続試験を容易にするため、ＢＣＤデー

タのテスト出力モードを備えています。 
 

①  キーを押し続け、『』となったらキーを離します。 
② 『』   （注意） 
  ↓ キーを押す  ※     or ＢＣＤ出力許可にします。 
  『』   ※ キーを押すと、質量表示に戻ります。 
  ↓ キーを押す  ※ 表示値と同じ６桁データをＢＣＤ出力します。 
  『』   ※ キー押して表示更新時に２０ｍｓのＢＵＳＹパルス
が 

  ↓ キーを押す    発生します。 
  『』   ※   で数値負論理設定の場合は、負論理で 
  ↓ キーを押す    ＢＣＤ出力します。 
  『』 
  ↓ キーを押す 
  『』 
  ↓ キーを押す 
  『』 
  ↓ キーを押す 
  『』 
  ↓ キーを押す 
  『』 
  ↓ キーを押す 
  『』 
   キーを押す 
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参考資料参考資料参考資料参考資料１１１１    ＰＬＣＰＬＣＰＬＣＰＬＣによるによるによるによるＢＣＤＢＣＤＢＣＤＢＣＤデータデータデータデータ取込参考例取込参考例取込参考例取込参考例 
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参考資料参考資料参考資料参考資料２２２２    外形図外形図外形図外形図    
 

センサ部外形図 KFB-300 / 600 

KFB-3000 / 6000 

h

h

h 

注意：実製品におけるｈの値は、製品ご
とに±１．５ｍｍ以下のばらつきが有り
ますのでご注意下さい。 
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